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第１章　太宰府市の歴史的風致形成の背景

１　自然的環境

（１）位置

　太宰府市は九州島の北端、福岡市の南東約 16km に位置し、南北東を山地に囲まれ、さ

ながら盆地状をなし、その中央を御
み

笠
かさ

川
がわ

水系が博多湾に向かって流れている。行政的には

北部は糟
かす

屋
や

郡宇
う

美
み

町、南から東部は筑
ちく

紫
し

野
の

市、西部は大
おお

野
の

城
じょう

市に接し、東西 7.8㎞、南北 9.5

㎞、面積は 29.60 ｋ㎡。市庁舎の位置は、東経 130° 52′ 37″、北緯 33° 51′ 28″である。

（２）地形・地質・水系

　北に四
し

王
おう

寺
じ

山
やま

( 標高 410m)、東に高
たか

雄
お

丘陵をはじめ愛
お

獄
たけ

山
さん

から宝
ほう

満
まん

山
ざん

(829m) へと連な

る三
さん

郡
ぐん

山地があり、狭長な二日市低地を挟んで、西を脊
せ

振
ふり

山
さん

地
ち

の前山となる牛
うし

頸
くび

低山地 (最

高点 333m) に囲まれている。三方を山に囲まれるが、北西側は福岡平野に、南側は筑紫平

野に接し、北部九州と中南部九州を結ぶ交通の要地となっている。市域の大部分は博多湾

に注ぐ御
み

笠
かさ

川
がわ

とその支流の流域であるが、北部の山
やま

浦
うら

川
がわ

は多
た

々
た

良
ら

川
がわ

水系であり、四王寺山

の北側を博多湾へ下る。東部の三
さん

郡
ぐん

山地と高
たか

雄
お

丘陵との間は、宝
ほう

満
まん

川
がわ

を経て筑
ちく

後
ご

川
がわ

から有
あり

明
あけ

海
かい

に注ぐ原
はる

川
がわ

の流域である。これらの山地の山麓部は、基盤層である花崗岩が浸食され

太宰府市の位置図
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て形成された丘陵や土石流の堆積によって形成された扇状地、および扇状地の下方浸食で

形成された段丘地形が見られるが、昭和 40 年代以降、大規模な宅地化と土取りが進み地

形の変化をもたらしている。

太宰府市の地形

                ( 背景に国土地理院発行 25000 分の 1地形図「福岡南部」「太宰府」「不入道」「二日市」を使用 )
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　太宰府市の地質図　( 資料：『太宰府市史 環境資料編』平成 13 年 )
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（３）気象

　気候は、北部九州から山口県にかけて分布する日本海型気候区に属するが、盆地状の地

形から内陸型気候区に隣接している。よって、福岡市などの沿岸部と比べると年間平均気

温は 16.9℃ ( 令和２年 ) とやや低めで、夏は暑く、冬は寒い気候となっており、夏場に

は県内最高気温を観測することもあるが、１月頃には市街地でも積雪がみられる。令和元

年 (2019) までの 10 年間の年間平均降水量は 2,005 ㎜と沿岸部より多い傾向にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　太宰府市の気温　　(資料：気象庁、1991 ～ 2020 年の平均値 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　太宰府市の降水量　(資料：気象庁、1991 ～ 2020 年の平均値 )
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月
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２　社会的環境

（１）市の合併経緯

　現在の太宰府市域は、近世には 12 の村で構成されていたが、明治 22 年 (1889) の町村

施行により、北
きた

谷
だに

村、内
うち

山
やま

村、宰
さい

府
ふ

村の３村が合併して太宰府村となった。同年、観
かん

世
ぜ

音
おん

寺
じ

村、坂
さか

本
もと

村、国
こく

分
ぶ

村、水
みず

城
き

村、

通
とおのこ 

古賀
が

村、片
かた

野
の

村、吉
よし

松
まつ

村、

向
むかい

佐
ざ

野
の

村、大
おお

佐
ざ

野
の

村、の９村

が合併し水城村となった。ま

た、太宰府村は、明治 25 年

(1892) に町制を施行し、太

宰府町となった。昭和 30 年

(1955)、太宰府町と水城村が

合併し、新「太宰府町」とな

り、昭和 57 年 (1982) に市制

を施行し、太宰府市となって

現在に至る。

　町村合併の変遷

町村施行 (明治 22 年 (1889)) 以前の村図
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（２）土地利用

　戦前までの太宰府は、近世から続く太宰府天満宮の門前町と農村集落であったが、福

岡都市圏という立地から、昭和 20 年代後半から福岡市のベットタウン化が進み、国分や

通
とおのこ 

古賀
が

の県営住宅や鉄道の路線駅に比較的近い平坦地の開発から始まり、その後、四王寺

山麓など周辺丘陵部へ拡大してきた。特に、昭和 40 年代後半から太宰府で初めて下水道

を備えた都府楼団地が造成されたのをはじめ、国道３号整備と合わせて南東部の高雄の丘

陵地では、複数の開発が行われ丘陵のほとんどが宅地へと変化した。昭和 50 年代から平

成 10 年代にかけて、観世音寺地区、佐野地区、通
とおのこ 

古賀
が

地区と区画整理が実施された。近

年では坂本地区などの丘陵部や各地区にわずかに残る田畑の宅地開発が進んでいるが、土

地利用の割合はあまり変わっていない。

　　　　　　　　　　　　土地利用の割合　　(資料：太宰府市の概要 )　　　

※その他は、原野、
　軌道、池、河川
　ほか雑種地等

※宅地は、住宅、
　商工業地、学校等
　の建物を伴う土地

　　　　　　　　　土地利用現況図（2017 年）　(資料：都市計画基礎調査 )
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（３）人口動態

　本市は福岡都市圏の住宅都市として、昭和 40 年代から人口増加の一途を辿ってきた。

人口動態は社会増加が自然増加を上回る傾向にあり、福岡都市圏からの流入が主な要因で

あった。その当時の宅地開発に伴う人口の急増期と比較すると、昭和 60 年以降、増加数

は落ち着きを見せ、平成に入ってからは微増傾向である。その内訳は、65 歳以上の高齢

人口の増加が目立ち、15 歳未満は平成 12 年 (2000) 以降微増傾向であるのに対し、15 ～

64 歳の減少傾向が続いている。また、令和３年 (2021) 末の高齢化率は 28.0％で、特に古

い宅地開発地では世代交代が図られず、第一世代だけが残り高齢化率が 40 ～ 50％に達し

ている地域も出てきている。

　国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、本市の総人口は今後令和７年 (2025)

をピークにその後減少することが見込まれている。

　　　　　　　　太宰府市の３世代人口の推移 (資料：国勢調査、年齢不詳は含まない )

太宰府市の人口推移

(資料：国勢調査、太宰府市まち・ひと・しごと創生総合戦略 (まちづくりビジョン )

　　　(第 2期 )、推計は社人研推計準拠 )
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（４）交通機関

　本市は北部九州と中南部九州

を連結する位置にあり、鉄道や

道路網が北西―南東方向に発達

している。

　道路は、九州自動車道が市西

部を横切り、北西部に太宰府イ

ンターチェンジが置かれ、市域

における路線長は３km 程であ

る。インターチェンジの１日平

均出入台数は 70,200 台 ( 平成

26 年度、NEXCO 西日本資料 ) で、

九州でもっとも利用されるイン

ターチェンジである。一般道路

は国道３号 (6.5km) と県道 11 路

線 (23.6km) が主要な幹線道路で

ある。市道の路線数は 1764 あ

り、その総延長は 325.7km であ

る ( 数字は令和２年 (2020)10 月

１日 )。

　鉄道は、九州旅客鉃道 ( 以下、

JR) と西日本鉄道 ( 以下、西鉄 )

が通っている。JR は鹿児島本線

都
と

府
ふ

楼
ろう

南
みなみ

駅
えき

の１駅、西鉄は福岡

天神大牟田線の都
と

府
ふ

楼
ろう

前
まえ

駅
えき

、太

宰府線の五
ご

条
じょう

駅
えき

、太宰府駅の３

駅があり、令和元年度の１日平

均乗降人員はそれぞれ JR 都府楼

南駅 1,168 人 (JR 九州本社広報

室資料 )、西鉄都府楼前駅 7,163

人、西鉄五条駅 5,748 人、西鉄

太宰府駅 12,139 人 ( 西鉄本社広

報室資料 ) となっている。特に

西鉄太宰府線は、沿線にある高

校や大学への通学や、福岡市な

どへの通勤として市民の日常の

太宰府市の主な交通網

太宰府市のバス路線図
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移動手段となっているほか、太宰府天満宮

や九州国立博物館へ訪れる観光客の移動手

段として多くの人が利用している。

　また、市内の移動には、平成 10 年 (1998)

から太宰府市コミュニティバスまほろば号

が運行されており、１日平均約 1,725 人 ( 令

和元年度 )に利用されている。

　また、平成 26 年 (2014) から、「太宰府ラ

イナーバス旅
たび

人
と

」の運行が開始され、これ

まで乗り換えが必要だった太宰府市と JR 博
はか

多
た

駅
えき

エリアや福岡空港国際線間を直通するよ

うになり、利便性が向上した。令和元年 (2019) 度の利用者数は 71.8 万人 (西鉄事業者事

業本部資料 )となっている。

（５）産業

　近代までの太宰府は都市近郊の農村であったが、太宰府天満宮門前での旅館・観光も生

業となっていた。

　現在の太宰府市の就業構造は第三次産業への特化が顕著で、本市には県内屈指の数の観

光客が訪れており、観光客を対象にした観光産業が太宰府天満宮門前を中心に成立してい

る。商店の構成をみるとチェーン店が増えるなど、客層、商店構成、商品構成の多様化が

進んでいる。

　一方で、第一次産業の占める割合は極めて低く、農村的色彩はかなり弱まっている。また、

人口規模に比して高校 (４校 )や大学・短大 (５校 )が多く立地しているのも特徴である。

産業別就業人口割合の推移 (資料：国勢調査 )

西鉄太宰府駅と
太宰府ライナーバス「旅人」

H7(1995) H12(2000) H17(2005) H22(2010) H27(2015) R2(2020)

第三次産業 22,740 23,783 24,147 23,618 23,804 23,568

第二次産業 6,114 5,697 5,013 4,838 5,105 4,675

第一次産業 253 219 173 204 230 219
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（６）観光

　本市は、太宰府天満宮門前町を中心に観光産業が盛んで、県内屈指の数の観光客が訪れ、

その数は年々増加傾向にあった。近年は、東アジアを中心に海外から訪れる人々が増加し、

平成 29 年 (2017) 度には 1093 万人と一千万人を超えていたが、令和２年 (2020) 度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響で 233 万人と激減したものの、令和３年 (2021) 度には

476 万人と回復傾向にある。

　観光客が訪れる場所は、太宰府天満宮・光
こう

明
みょう

寺
じ

・観世音寺・戒
かい

壇
だん

院
いん

・坂本八幡宮・竈
かま

門
ど

神社などの社寺、大宰府政庁跡・水城跡などの史跡、九州国立博物館・大宰府展示館な

どの文化施設で、全国的に有名な福岡県屈指の観光地として県外はもちろん、近隣の人々

の人気スポットにもなっている。また、宝満山や四王寺山などは、福岡都市圏にある手頃

な山として、四季を通じて登山客で賑わっている。

　　　　　　　　　　　　　年間観光客数の推移 (万人 )　　(資料：『太宰府市の概要』)

参拝者や散策者で賑わう太宰府天満宮境内と大宰府政庁跡
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３　歴史的環境

（１）歴史

①先史時代 (旧石器～古墳時代 )

　本市は、玄
げん

界
かい

灘
なだ

に面した福岡平野と有
あり

明
あけ

海
かい

に面した筑紫平野をつなぐ二日市地峡帯と呼

ばれる狭い谷平野の北側に位置し、北に四
し

王
おう

寺
じ

山
やま

、北東に宝
ほう

満
まん

山
ざん

、南に脊
せ

振
ふり

山
さん

地
ち

東端の天
てん

拝
ぱい

山
ざん

に囲まれている。この盆地内は、今から９万年前におこった熊本県阿
あ

蘇
そ

山
ざん

の大噴火に

よる火砕流で埋まるが、その後、河川の浸食作用を受け、火砕流は低丘陵として残されて

いる。この低丘陵上では、後期旧石器時代・縄文時代早期の石器や土器が出土しており、

主な遺跡や史跡の分布
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この頃から人の活動が始まったことがうかがえる。また、

四王寺山や宝満山など山麓のほか平坦地でも、旧石器時代

のナイフ形石器や三
さん

稜
りょう

尖
せん

頭
とう

器
き

などの狩猟具・解体具がわ

ずかに出土している。遺跡としては大佐野の脇
わき

道
どう

遺跡で台

形石器を主体とする後期旧石器時代の石器群がまとまって

出土している。縄文時代も引き続き山裾や低丘陵上で遺物

が散発的に発見されているが、本格的な集落が展開するの

は弥生時代からである。

　弥生時代前期の集落は、市西部の前田遺跡で確認され、

市中央部桜町一帯の丘陵では貯蔵穴や落とし穴が確認され

ている。弥生時代中・後期になると向佐野・大佐野・国分・

高雄付近で集落が営まれ、国分や高雄では、集落

近くに甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

群が形成されている。国分や高雄の

丘陵部には青銅器が埋納され、国分の集落遺跡か

らは細
ほそ

形
がた

銅
どう

戈
か

や中
なか

広
びろ

銅
どう

矛
ほこ

鋳
い

型
がた

など権力の存在を示

唆するものが出土している。

　古墳時代になると弥生時代に引き続き、国分・

大佐野・高雄に中小規模の集落・古墳が形成され、

古墳時代前期から中期の割
わり

竹
たけ

形
がた

木
もっ

棺
かん

を内部主体と

する円墳 ( 菖
しょう ぶがうら

蒲浦、下
しも

高
たか

尾
お

、宮ノ本 ) が築造され

ている。また、５世紀中頃には、福岡平野を見渡

す丘陵に帆立貝形前方後円墳の成
なり

屋
や

形
かた

古
こ

墳
ふん

が築造

される。６世紀以降、四王寺山や高尾山の裾部に

円墳 ( 陣
じん

ノ
の

尾
お

、来
らい

木
き

、君
きみ

畑
はた

) が築造されるが、大

規模な群集墳と呼べる状況は示していない。太宰

府地域では古墳時代を通して大規模な集落が形成

されるような活発な活動は窺えない。一方、吉松

の神
かみ

ノ
の

前
まえ

２号窯から７世紀初め前後の須恵器とと

もに発見された瓦は、須恵器工人により製作され

た初期のものであり、福岡市博多区の那
な

珂
か

遺
い

跡
せき

で

使用されていたことが判明した。

　このように太宰府市内の先史時代の集落は、福

岡平野と筑後平野の中間にあり、その２つの地域

で展開された在地勢力の緩衝地帯であったと考え

られている。
神ノ前窯跡出土の瓦

前田遺跡の竪穴住居跡

成屋形古墳

脇道遺跡の旧石器
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②古代 (飛鳥～平安時代 )

　７世紀初め頃、後
ご

漢
かん

以来中国統一を果たした唐
とう

が拡大政策のもと高
こう

句
く

麗
り

遠征を行い、朝

鮮半島の情勢が不安定化した結果、斉
さい

明
めい

天
てん

皇
のう

６年 (660) に朝鮮三国の一国・百
く だ ら

済は唐に滅

ぼされた。百済と親交のあったヤマト朝廷は、その復興支援のため斉明天皇自ら筑紫へ遷

り、中
なかのおお

大兄
えのおうじ 

皇子 ( 後の天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

) が救援軍を派遣したが、天智天皇２年 (663) 白
は く

村
そ ん

江
こ う

の戦

いに敗退した。この東アジアとの対峙が大きな転換点となり、日本は律令制に基づく古代

国家建設の歩みをはじめる。そして朝廷は福岡平野と筑紫平野を結ぶいわゆる二日市地峡

帯の北辺に「大宰府」を置いた。これが本市の名前の由来となった。朝廷は、白
は く

村
そ ん

江
こ う

敗戦

後に亡命百済貴族らを大宰府に派遣し、国防の最前線として、天智天皇３年 (664) に水城

を、天智天皇４年 (665) に大野城と基
き

肄
い

城
じょう

を築き、大宰府を軍事的、政治的拠点として位

置づけた。

　７世紀後半頃から大野城が築かれた四王寺山の麓に官
かん

衙
が

群 ( 各種官庁 )が造られ、８世

紀の大宝律令によって、古代最大の地方官衙である「大宰府」が名実ともに成立した。令
りょう

の規定では、大宰府は九州島の北辺にあって西海道を統括し、外交の窓口や辺境防備を担

うと共に遣
けん

唐
とう

使
し

・遣
けん

新
しら

羅
ぎ

使
し

や、外国使節、商人らが往来する外交・交易の拠点にもなっ

た。その繁栄ぶりは『続
しょく

日
に

本
ほん

紀
ぎ

』神
じん

護
ご

景
けい

雲
うん

３年 (769)10 月条に「人物殷
いん

繁
ぱん

、天下之一都会

也（人と物があふれていて、我が国有数の都会である）」と記されている。大宰府の官衙群は、

東西約 700m、南北約 250m の範囲に配され、その中心に大宰府政庁がある。水城や大野城

古代大宰府のイメージ
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などの防衛施設で囲まれた平地には、都と同じく

碁盤目状に区割する条
じょう

坊
ぼう

が整備された。「大宰府

条坊」は、観世音寺や宇
う

佐
さ

神
じん

宮
ぐう

の土地所有に関す

る平安時代中～後期の記録にみられる条坊表記か

ら、中央大路 ( 朱
す

雀
ざく

大
おお

路
じ

) を境に西を右
う

郭
かく

、東を

左
さ

郭
かく

と呼称し、一区画約 90m 四方の碁盤目状に南

北 22 区画、東西 20 区画あり、全体で２㎞四方の

広さがあったと想定されている。古代の地方での

計画的都市が７世紀から 12 世紀にわたり長期間

存続した希有な例であり、現代の太宰府市街の姿

にも大きな影響を与えている。現在の太宰府天満

宮神幸式の経路はどんかん道と呼ばれ、太宰府天

満宮から榎社を往復するものであるが、これも条

坊を踏襲したものである。大宰府関連の施設とし

て、博多湾沿岸には外交使節を迎える鴻
こう

臚
ろ

館
かん

など

が置かれた。往来のための道路も整備され、特に

鴻
こう

臚
ろ

館
かん

から大宰府に至る道路は新羅使など海外使

節の通路と考えられ、幅 10m 程の道路 ( 官
かん

道
どう

) が

ほぼ直線で敷設され、水城西門を通過し大宰府条

坊の南辺で朱雀大路に接続していた。

　また、大宰府政庁の東側には、天智天皇が筑紫

で亡くなった斉明天皇供養のため建立を発願した

観世音寺があり、天
てん

平
ぴょう

18 年 (746) にはその落
らっ

慶
けい

供
く

養
よう

が行われた。同寺には天
てん

平
ぴょう

宝
ほう

字
じ

５年 (761)

に唐僧鑑
がん

真
じん

が伝えた正統な戒律・授戒作法にした

がって東大寺に建立された戒
かい

壇
だん

院
いん

にならい、西

海道諸国の僧の授戒を担当する西戒壇が置かれ、

「府
ふ

の大
おお

寺
でら

( 大宰府の大寺院 )」としての地位を不動にした。また、現在国宝に指定され

ている梵
ぼん

鐘
しょう

は、京都妙
みょう

心
しん

寺
じ

の梵鐘と似ており、同じ鋳型で造られた兄弟鐘と考えられる。

妙心寺の梵鐘には文
もん

武
む

天
てん

皇
のう

２年 (698) に筑前国糟屋郡 (評 )で鋳造されたことを示す刻銘

があり、観世音寺の梵鐘も同時期に造られたと考えられる。天平 13 年 (741)、仏教によ

る鎮
ちん

護
ご

国
こっ

家
か

を目的とした国分寺建立の詔が出され、筑前国分寺・国分尼寺が、政庁の北西

部に建立された。その後新
しら

羅
ぎ

との関係悪化により、宝
ほう

亀
き

５年 (774) に新羅からの呪
じゅ

詛
そ

を打

ち払う鎮護国家祈祷の寺として四王寺山頂部に四王院が建立され、その山腹には、四王院

の別院として天
てん

安
あん

２年 (858) に円
えん

珍
ちん

の弟子華
け

台
だい

坊
ぼう

により原
はら

山
やま

無
む

量
りょう

寺
じ

( 原
はら

八
はち

坊
ぼう

) が建立さ

れたと伝えられている。

筑前国分寺跡

大宰府の関連施設である鴻臚館跡(福岡市)

大宰府と鴻臚館を結ぶ官道跡
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　宝満山の西麓には竈
かま

門
ど

山
やま

寺
でら

( 大
だい

山
せん

寺
じ

) があった。

『扶
ふ

桑
そう

略
りゃく

記
き

』には延
えん

暦
りゃく

22 年 (803) に「最
さい

澄
ちょう

和尚

は大宰府竈門山寺において、渡海の四船 (遣唐使 )

の平達 ( 航海の安全 ) のために、檀薬師仏四軀を

敬造す」と記されている。また、大宰府に左遷さ

れた菅原道真が、延喜３年 (903) に没し、数年後

その墓所に門弟の味
うま

酒
さけのやす

安行
ゆき

が霊
れい

廟
びょう

を建築した。そ

の後延
えん

喜
ぎ

年中 (901 ～ 923) に霊廟から発展して安
あん

楽
らく

寺
じ

が創建されたのが、太宰府天満宮の始まりと

伝えられている。その後、安楽寺 ( 天満宮 ) は観

世音寺をも凌駕する新興私寺勢力となっていっ

た。

　大宰府には、都から多くの官人が赴任し、都か

ら先進的な文化がもたらされた。奈良時代に編纂

された『万葉集』(20 巻、約 4500 首 ) には筑紫に

関する歌が 380 首ほど収められている。大宰府に

は大
だ

宰
ざいのそち

帥大
おお

伴
とものたび

旅人
と

・筑
ちく

前
ぜんのくにのかみ

国守山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

を中心に

のちに万葉集筑紫歌壇と呼ばれる人々が集まり、

天平２年 (730) には大
おお

伴
とものたび

旅人
と

邸において大陸渡来の梅花を愛でる雅
が

宴
えん

(梅
ばい

花
か

の宴
えん

) がひら

かれ、「梅花の歌三十二首」が詠まれた。

　平安時代になっても、大宰府に関連した和歌、歌物語、漢詩などが多く作られた。和歌

では「染
そめ

川
かわ

」「竈
かま

門
ど

山
やま

」「苅
かる

萱
かや

の関
せき

」などが歌枕として登場する。歌物語では「伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

」

や「大
や ま と

和物
もの

語
がたり

」に「檜
ひ

垣
がき

媼
おうな

」など太宰府を題材とした話が掲載されている。また、「菅
かん

家
け

後
こう

集
しゅう

」には菅原道真が太宰府で詠んだ漢詩 38 編が収められている。

③中世 (鎌倉～安土桃山時代 )

　律令国家は平安時代に大きく変化したが、大宰府を中心とした政治の仕組みは中世 (鎌

倉・室町時代 ) へも変容しながら存続していたた

め、大宰府の官職 ( 帥など ) は任命され続けた。

鎌倉時代の太宰府は、天
あま

野
の

遠
とお

景
かげ

や武
む

藤
とう

資
すけ

頼
より

など鎌

倉幕府の鎮
ち ん

西
ぜ い

奉
ぶ

行
ぎょう

が居住し、古代以来の大宰府機

構と関わって九州支配をおこなっていた。11 世紀

後半に廃絶した大宰府政庁は再建されず、政治的

中心は観世音寺の東にある小字「御
ご

所
しょ

ノ
の

内
うち

」に移っ

たと考えられる。特に武藤氏は大宰府機構の少
しょう

弐
に

を継ぎ、少弐氏と呼ばれるようになった。13 世紀

万葉歌碑

武藤資頼墓 (左 )

原山無量寺跡
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後半の蒙
もう

古
こ

襲
しゅう

来
らい

後、弘
こう

安
あん

７年 (1284) に幕府が博

多にいわゆる鎮西特殊合議訴訟機関を置いた。こ

れを契機に政治的な機能の多くが大宰府から博多

に移っていくことになる。そして、永
えい

仁
にん

年間 (1293

～ 1299) に鎮
ちん

西
ぜい

探
たん

題
だい

を博多に設置したことにより、

大宰府は九州の政治的中心という位置づけを徐々

に喪失していったが、依然大宰府機構は文書を発

給するなどの機能を有していた。

　鎌倉幕府の滅亡とともに、太宰府は諸勢力によ

る争奪戦の舞台となった。元
げん

弘
こう

３年 (1333) 尊
たか

良
よし

親
しん

王
のう

が四王寺山東麓の原山に陣を敷いたのをはじ

め、肥後の菊
きく

池
ち

武
たけ

敏
とし

、足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

らが次々に太宰府

に入る。太宰府で挙兵した尊氏は京都を制圧して

室町幕府を開くが、その後も南北朝の動乱が続い

た。南朝勢力の中心であった懐
かね

良
よし

親
しん

王
のう

は正
しょう

平
へい

16 年

(1361) に太宰府入りし征
せい

西
せい

府
ふ

が成立したとされ

る。一方、北朝方は今
いま

川
がわ

了
りょう

俊
しゅん

を九州探題として下

向させ、応
おう

安
あん

５年 (1372) に太宰府を奪回した。そ

の後、大内氏が、その没落後は毛利氏と大友氏が

争いながら太宰府を含めた筑前支配を行った。

　中世には、観世音寺や安楽寺 ( 天満宮 ) など古

代以来の寺院に加えて、崇
そう

福
ふく

寺
じ

や光明寺などの新

興禅宗寺院が増加し、政治的中心が博多に移った

後も、宗教都市としての性格を保ち続けた。宝満

山麓の大
だい

山
せん

寺
じ

は博
はか

多
た

綱
ごう

首
しゅ

( 博多に居住した宋の商

人 ) と関係をもち、日宋貿易に関与していること

が知られる。観世音寺戒壇院での授戒も古代から

引き続き行われていた。また、石塔や磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

の造

営も活発に行われた。このような宗教的高揚のな

かで、太宰府の社寺への参詣が広がったと考えら

れる。特に天満宮安楽寺に参詣した貴族や文人は、

社
しゃ

頭
とう

で和歌や連歌を詠むことが多かった。文
ぶん

明
めい

12

年 (1480) の飯
いい

尾
お

宗
そう

祇
ぎ

や永
えい

正
しょう

14 年 (1517) の宗
そう

碩
せき

の

太宰府参詣は連歌師による参詣の代表的なもので

ある。

　産業も盛んで、太宰府天満宮の近くには米
こめ

屋
や

・ 岩屋城跡

岩屋磨崖仏

横岳崇福寺五輪塔埋納遺構

　　　今川了俊書状　(個人蔵 )
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鋳
い

物
もの

屋
や

・細
こ

間
ま

物
もの

屋
や

( 小間物屋 )・相
あい

物
もの

屋
や

・紺
こう

屋
や

・鍛
か

冶
じ

屋
や

からなる六
ろく

座
ざ

と呼ばれた商工業集

団の組織が生まれた。この六座が奉納した芸能の伝統を引き継ぐ「竹
たけ

の曲
はやし

」は、いまも太

宰府天満宮の秋の神幸式大祭にて奉納されている。また、連歌を詠むために太宰府天満宮

を訪れる者も多く、文化的にも興隆した。

　戦国時代末期には、四王寺山にあった岩
いわ

屋
や

城
じょう

や宝満山山頂近くにあった宝満城の攻防に

代表されるように、市中も戦乱に巻き込まれ、天
てん

正
しょう

６年 (1578) には天満宮安楽寺が、天

正 14 年 (1586) には崇福寺が焼失したのをはじめ、山麓を占めていた寺院などは存続でき

ない状況であった。

④近世 (江戸時代 )

　現在の太宰府市域は江戸時代には福岡藩領であり御笠郡に属していた。宰
さい

府
ふ

宿
しゅく

と街道筋

にはまち並みが連なっていたが、他は農村であった。藩主黒田長政が慶
けい

長
ちょう

７年 (1602) に

実施した検地の結果を記したとされる『慶長年中調各村別石高帳』には、北谷村、内山村、

宰府村、観世音寺村、坂本村、国分村、水城村、通
とおのこ 

古賀
が

村、片野村、吉松村、向佐野村、

大佐野村の 12 ヶ村が記載され、近代に引き継がれていった。

　太宰府天満宮およびその周辺は天正年間に兵火によって灰燼に帰していたが、天正 19

年 (1591) に小
こ

早
ばや

川
かわ

隆
たか

景
かげ

によって本殿が復興され、文
ぶん

禄
ろく

元年 (1592) には神幸式が再興され

た。太宰府天満宮門前町は街道に直接つながっていなかったが、藩の宿に指定され、天

満宮の門前付近が宰府宿となった。宰府宿は太宰府の盆地状の平地の北東方向に延びる楔

状の平地に展開し、博多から日田へ向かう日田街

道からは現在の関
せき

屋
や

交差点が追
おい

分
わけ

となり参詣道を

通って宿へ到る。小倉から長崎へ向かう長崎街道

からは現筑紫野市の山
やま

家
え

宿から天満宮南の溝尻に

至る道があり、北は宇美町からの只
ただ

越
ごえ

を越えて山
さん

上
じょう

( 三条 ) に至る道で結ばれていた。また、二日

市へは五条から榎社を経由して行く「宰府榎木寺

道」(『戸部文書』) があった。宿の出入口である

「構
かまい

口
ぐち

」はその経路ごとに高橋口、五条口、溝尻口、

山上 ( 三条 ) 口が設けられた。宰府宿には大名の

寄宿所である「御茶屋」は存在せず、藩主が立ち

寄った際の宿泊は天満宮宮司邸である延
えん

寿
じゅ

王
おう

院
いん

で

あった。宿内は天満宮周辺の社
しゃ

家
け

町街区、門前に

あたる現在の西鉄太宰府駅周辺の旅宿街区、現在

の五条交差点付近の商職人街区などおおよその職

能による棲み分けが見られ、社家町内に代官所 (代

官屋敷、造営奉行所 ) などの藩の公的施設が置か 高橋口跡

江戸末期の関屋　

(『筑前名勝画譜』国立公文書館蔵 )
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れていた。

　太宰府天満宮の門前町には、藩に指定された江

戸後期の問屋である大野屋があり、藩主や他藩大

名の参詣に際して人馬の手配を行っていた。また、

享
きょう

和
わ

元年 (1801) の紀行文『筑紫紀行』によれば

大野屋は酒や飯を提供する宿屋でもあった。この

他、天
てん

保
ぽう

５年 (1834) ２月の記録 (『竹森文書』)

には、笹屋、松屋、泉屋、呼子屋、鶴賀屋、日田

屋、博多屋、長門屋、角屋、仕立屋、若松屋など

の宿屋が見られる。春の鷽
うそ

替
か

え、鬼すべ、秋の神

幸祭などの四季の歳事にも多くの民衆が参集する

ようになった。この時代の太宰府は旧来の名所の

他、「太宰府十二景」などの新名所も成立し、それ

らの情報が地元の絵師による絵画などにより広く

知られるようになった。名物としての「梅ヶ枝餅」

や「木
き

鷽
うそ

」などもこの時期に現れている。

　幕末には、京都から逃れた三
さん

条
じょう

実
さね

美
とみ

を筆頭とする五
ご

卿
きょう

が太宰府天満宮に滞在し、宰府

宿には、中
なか

岡
おか

慎
しん

太
た

郎
ろう

、西郷隆盛、坂本龍馬など討幕を目指す勤皇の志士が集まった。この

ため太宰府は、「明治維新策源の地」と言われている。五卿は地元文化人とも交流し、書

画などの作品とともに逸話が残されている。

⑤近現代 (明治時代～ )

　明治政府による神仏分離は太宰府天満宮や門前、宝満山へ大きな影響を与えた。神社の

別当・社僧と呼ばれた僧侶は還
げん

俗
ぞく

が命じられ、神主・社人として神道に転じるよう布達さ

れ、太宰府天満宮からも仏教関係のものは取り払われた。社僧の多くは神社を離れること

となった。そのため山上 (三条 )の原八坊に起源をもつ僧坊が解体していった。また、馬

場を中心とする社家屋敷も分割されていった。さらに、明治 35 年 (1902) の御神忌一千年

祭に合わせて、二日市との間に太宰府馬車鉄道が開通し、大町に太宰府駅ができると日帰

り客の増加と比例して宿泊客は減少し、参道には

旅館を改業した土産物屋・飲食店・商店が増加した。

天満宮周辺の変化と対照的にその他の集落は近世

と変わらぬ農村集落の雰囲気を維持していた。し

かし、昭和30年代になると県道31号(通称５号線)

を皮切りに、九州自動車道の開通や国道３号バイ

パスなど新たな道路が整備され、太宰府天満宮へ

車による参詣者が押し寄せるようになり、天満宮 絵葉書にみる明治後半の太宰府天満宮参道

五卿遺跡 (延寿王院 )

太宰府十二景に描かれた岩踏川
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門前には駐車場が増加していくこととなった。ま

た、福岡都市圏の住宅都市として開発の波も押し

寄せ、それまでの農村風景から一転することとなっ

た。

　自治体としての太宰府は、明治の初めには 12 ヶ

村であったが、明治 22 年 (1889) に北谷・内山・

宰府３ヶ村が合併し太宰府村となり、観世音寺・

坂本・国分・水城・通古賀・片野・吉松・向佐野・

大佐野の９ヶ村が合併し水城村となった。その後、

太宰府村は明治 25 年 (1892) に町制を施行した。昭和 30 年 (1955) には太宰府町と水城村

が合併して太宰府町が発足し、昭和 57 年 (1982) に市制を施行した。

　平成 31 年 (2019) ４月 1日、『万葉集』を典拠とする元号「令和」が首相官邸より発表され、　

本市がその元号ゆかりの地として注目されることとなり、多くの人々が太宰府を訪れるこ

ととなった。

　こうした中、連綿とつづいてきた太宰府地域の歴史を下敷きに、現代の本市を特徴づけ

るもととなる試みも相次いでなされている。近世以降黒田藩や太宰府天満宮などが携わり

保存してきた大宰府跡は、明治時代になると政庁正殿跡の基壇に地元の有力者や学者によ

り石碑が建立され本格的顕彰が行われるようになった。明治６年(1873)の「太宰府博覧会」

は、西日本でも早い時期に行われた博覧会だったが、こうした取組みを経て、明治 26 年

(1893) には地元有志により歴史資料を研究・展示する「鎮西博物館」建設計画が検討さ

れた。こののち明治 32 年 (1899) に岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

が九州に博物館が必要と説いた。この時の人

びとの思いはのちに博物館誘致へとつながり、平

成 17 年 (2005) に九州国立博物館が開館した。こ

れにより行政・市民共々歴史文化を再認識するこ

ととなり、本市も市内全域を博物館と見立てた「太

宰府市まるごと博物館構想」を掲げた。平成 22 年

(2010) には、全国的にも珍しい「市民遺産」制度

ができ、官民協働で様々な文化遺産を守り育てる

取り組みが始まった。

　元号「令和」発表直後の坂本八幡宮周辺

　の賑わい

九州国立博物館
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（２）関わりのある人物

山
やまのうえのおく

上憶良
ら

(660 ～ 8 世紀前半 )

　奈良時代初期の歌人。大
たい

宝
ほう

元年 (701) に遣唐少録に任ぜら

れ、翌年渡唐。神
じん

亀
き

３年 (726) 頃に筑
ちくぜんのかみ

前守に任ぜられる。大

宰府では大
おお

伴
とものたび

旅人
と

らと交流し、天平４年 (732) 頃には任期を

終えて帰京。『万葉集』第５巻におさめられている「貧
ひん

窮
きゅう

問
もん

答
どう

歌
か

」は著名。

大
おお

伴
とものたび

旅人
と

(665 ～ 731)

　奈良時代の貴族・歌人。左
さ

将
しょう

軍
ぐん

、中
なか

務
つかさ

卿
きょう

、中
ちゅう

納
な

言
ご ん

などを経て、

神亀４年 (727) 頃に大
だ

宰
ざいのそち

帥として、妻・大
おお

伴
とものいらつめ

郎女を伴って赴

任するが、まもなく妻を亡くす。天平２年 (730) 大
だい

納
な

言
ごん

に任

ぜられ帰京する。『万葉集』には 70 余首の歌が収録され、そ

の多くが大
だ

宰
ざいのそち

帥時代のものである。

菅
すが

原
 わらのみち

道真
ざね

(845 ～ 903)

　菅原氏は奈良時代以来代々学者の家柄で、幼少期より学問

の才に優れ、元
がん

慶
ぎょう

元年 (877) には式部少輔・文
もん

章
じょう

博
はか

士
せ

に任

じられたが、仁
にん

和
な

２年 (886) に讃
さぬ

岐
 きのかみ

守となる。その後宇
う

多
だ

天

皇の信任を得て、政治の中枢部に関与し、寛
かん

平
ぴょう

６年 (894) に

遣唐大使に任ぜられたが、唐の国情不安と衰退を理由に遣唐

使停止を建議した。昌
しょう

泰
たい

２年 (899) には右大臣となったが、

左大臣藤
ふじ

原
わらのとき

時平
ひら

の讒
ざん

言
げん

により、昌
しょう

泰
たい

４年 (901) 大
だ

宰
ざいのごんのそち

権帥に左

遷され、延
えん

喜
ぎ

３年 (903) ２月 25 日大宰府で没し、現在の太

宰府天満宮の地に葬られた。その詩文に『菅
かん

家
け

文
ぶん

草
そう

』『菅
かん

家
け

後
こう

集
しゅう

』が伝わる。

小
お

野
 ののよし 

好古
ふる

(884 ～ 968)

　平安時代中期の公卿で、曲水の宴の創始者と伝えられる。

天
てん

慶
ぎょう

３年 (940) 藤
ふじ

原
わらのすみ

純友
とも

の乱鎮圧のため、右
う

近
こん

衛
　えのしょう

少将
しょう

で追
つい

捕
ぶ

凶
きょう

賊
ぞく

使
し

に任ぜられ、博多で撃退した。天慶８年 (945) か

ら康
こう

保
ほう

２年 (965) まで２度にわたって大
だ

宰
ざいのだい

大弐
に

となってい

る。

菅原道真像 (太宰府天満宮蔵 )

小野好古が始めたと伝わる曲水の宴

　　　　　　(写真提供：太宰府天満宮 )

山上憶良の万葉歌碑 (学校院跡 )

大伴旅人の万葉歌碑 (大宰府政庁跡 )
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味
うま

酒
さけのやす

安行
ゆき

(? ～ 964)

　菅原道真が京にあるときからの門弟。祖は武
たけのうちのすく

内宿禰
ね

の三男

平
へ

群
ぐりのつ 

木挽
 くのすく

宿禰
ね

である。昌
しょう

泰
たい

４年 (901) 道真が左遷された際、

それに従い筑紫に下った。延喜３年 (903) に道真が没すると

葬送を行い、葬送の牛車が動かなくなった地を墓所とした。

その後、霊廟を建立したのが太宰府天満宮の始まりという

(『安
あん

楽
らく

寺
じ

草
そう

創
そう

日
にっ

記
き

』永
えい

禄
ろく

２年 (1559))。その後も追善供養

に務め百余歳で没したと伝えられる。

もろ尼
に

御
ご

前
ぜん

( 平安前期 )

　大宰府に左遷された菅原道真の世話したという伝説が残る

麹屋の老婆で、浄
じょう

妙
みょう

尼
に

とも呼ばれている。もろ尼御前が麹

の飯を梅の枝に添えて道真に差し入れたものが、今に伝わる

梅ヶ枝餅の始まりとされている。榎社境内の片隅には、もろ

尼御前を祀る浄妙尼社がある。

菅
すが

原
わらの

輔
すけ

正
まさ

(925 ～ 1009)

　平安時代中期の文学者で、太宰府天満宮の常行堂、宝塔院、

中門廊、廻廊を造営し、太宰府天満宮の火祭り鬼すべを始め

た人物と伝えられている。文
もん

章
じょう

得
とく

業
ごう

生
しょう

、右
う

少
しょう

弁
べん

、東
とう

宮
ぐう

学
がく

士
し

、

文
もん

章
じょう

博
はか

士
せ

に累進し、円
えん

融
ゆう

天皇・花
か

山
ざん

天皇２代の侍
じ

読
どく

を勤めた。

天
てん

元
げん

４年(981)大
だ

宰
ざいのだい

大弐
に

に任ぜられた。長
ちょう

徳
とく

２年(996)参議・

式
しき

部
ぶ

大
たい

輔
ふ

を兼ね正三位となった。

藤
ふじ

原
わらのこれ

惟憲
のり

(963 ～ 1033)

　平安時代中期の公卿。菅原道真の謫
たっ

居
きょ

の地である南
なん

館
かん

に、

榎社の前身である浄
じょう

妙
みょう

院
いん

を建立した人物。因
いなばのかみ

幡守、甲
か

斐
 いのかみ

守

などの地方官を歴任し、治
じ

安
あん

３年 (1023) 大
だ

宰
ざいのだい

大弐
に

に任ぜら

れた。その任期を終えたとき、九国二島 (筑前・筑後・肥前・

肥後・豊前・豊後・薩摩・大隅・日向・壱岐・対馬 ) の財物

を奪い尽くしたとも評された。 榎社

菅原輔正が始めた鬼すべ

もろ尼御前を祀る浄妙尼社

味酒安行を祀る安行神社
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大
おお

江
えの

匡
まさ

房
ふさ

(1041 ～ 1111)

　平安時代後期の漢文学者。太宰府天満宮神幸式を始めた人

物と伝えられる。幼少期より才能を発揮し、治
じ

暦
りゃく

３年 (1067)

東宮学士に任じられ、後
ご

三
さん

条
じょう

天皇・白
しら

河
かわ

天皇・堀
ほり

河
かわ

天皇

の３代に渡って侍
じ

読
どく

を勤めた。その後弁官を経て寛
かん

治
じ

２年

(1088) に参議となり、承
じょう

徳
とく

元年 (1097) に大
だ

宰
ざいのごんのそち

権帥となった。

天
てん

永
えい

２年 (1111) には大
おお

蔵
くら

卿
きょう

に任ぜられたが、まもなく没し

た。平安時代後期の漢文学者としては傑出しており、『江
ごう

家
け

次
し

第
だい

』『本
ほん

朝
ちょう

続
ぞく

本
もん

粋
ずい

』などの著作が伝わる。

小
こ

早
ばや

川
かわ

隆
たか

景
かげ

(1533 ～ 1597)

　戦国・安土桃山時代の武将。毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

の三男。太宰府天満

宮本殿を再建した人物。天
てん

文
ぶん

13 年 (1544) に小早川家の養子

となり、天
てん

正
しょう

13 年 (1585) 四国平定の戦功により豊臣秀吉よ

り伊予を与えられた。天正 15 年 (1587) には九州平定の戦功

により、伊予を転じて筑前１国、筑後・肥前２郡を与えられ、

筑前名
な

島
じま

に城を築いた。文禄の役に従軍。家督を養子の秀
ひで

秋
あき

に譲り備後に隠退した。

亀
かめ

井
い

南
なん

冥
めい

(1743 ～ 1814)

　江戸時代中期の儒者で、都府楼跡に建つ「太宰府碑」の碑文を撰文し

た人物。筑前国早良郡姪浜生まれ。大坂の永
なが

富
とみ

独
どく

嘯
しょう

庵
あん

らに師事し、福

岡に帰郷後は医業の傍ら儒学を講じた。安
あん

永
えい

７年 (1778) ７代藩主黒
くろ

田
だ

治
はる

之
ゆき

により儒医に選ばれ、天
てん

明
めい

３年 (1783) 新設された西学問所 ( 甘
かん

棠
とう

館
かん

) の学
がく

頭
とう

となった。

齋
さい

藤
とう

秋
しゅう

圃
ほ

(1772 ～ 1859)

　江戸時代後期の筑前を代表する絵師。京都生まれ。円
まる

山
やま

応
おう

挙
きょ

や森
もり

狙
そ

仙
せん

を師と仰ぎ、上方の風俗絵師として名を上げ、文化２年 (1805) 秋月藩の

御用絵師となる。文
ぶん

政
せい

11 年 (1828) に隠居し、その前後に太宰府に移り

住み、『博多太宰府図屏風』など太宰府に関係する作品を残している。秋

圃のもとでは、江戸末期から明治期の太宰府の絵師吉
よし

嗣
つぐ

梅
ばい

仙
せん

や萱
かや

島
しま

鶴
かく

栖
せい

らが学んだ。

大江匡房が始めた太宰府天満宮神幸式

齋藤秋圃自画像

亀井南冥肖像
　　(㈶ )亀陽文庫能古博物館蔵

小早川隆景が居城とした名島城跡
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高
たか

原
はら

善
ぜん

七
しち

郎
ろう

(1787 ～ 1872)

　大宰府政庁正殿跡中央に「都
と

督
とく

府
ふ

古
こ

趾
し

碑
ひ

」を建立した人物。高原家７

代目和作美清の次男として生まれる。23 歳で御笠郡下
しも

大
おお

利
り

触
ぶれ

の諸
しょ

用
よう

聞
きき

となり、33歳で観世音寺村庄屋、天
てん

保
ぽう

４年 (1833) には立明寺村触大庄屋、

慶
けい

応
おう

３年 (1867)81 歳のときには御笠郡大庄屋相談役となった。

髙原善七郎肖像
　　　　　　　個人蔵

画像提供：太宰府市文化ふれあい館

太宰府市 PR キャラクター、左から「れいわ姫」「おとものタビット」「旅人のたびと」
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４　文化財等の分布状況

　本市には、古代大宰府が設けられた関係から、古代大宰府に端を発する遺跡や社寺、そ

れらにまつわる資料が多く残されている。しかし、太宰府は災害や戦乱が多かった関係で、

木造建造物の多くが失われ、中世以前のものは太宰府天満宮境内にわずかに残るのみであ

る。よって、太宰府天満宮門前町や旧集落に残る住宅や蔵など歴史的な木造建造物のほと

んどが近世・近代の建造物である。しかしながら、太宰府は石材が豊富で、中世戦乱の供

養の石塔などが多く造られたこともあり、市内全域の路傍や宅地の片隅に石塔・石神・石

碑などの石造物が多く残されている。

　このような状況で、本市には、国、福岡県、太宰府市の指定文化財が総計 114 件 ( 令和

４年 12 月現在 ) 存在している。その内訳は国指定文化財 45 件、県指定文化財 35 件、市

指定文化財 34 件である。その内容は市域の 16％を占める大宰府関連史跡のほか、太宰府

天満宮や観世音寺といった社寺建築とそこに収蔵されている彫刻、絵画、工芸品が多く、

全体として市域の北側に多く所在する。また、指定物件の年代を概観すると、古代大宰府

から続く本市の歴史性を反映して古代や中世の文化財が多く指定されている。

　　　　　太宰府市の指定文化財件数 (令和４年 12 月現在 )
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　　　　　　太宰府市の指定文化財分布状況 (令和４年 12 月現在 )
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（１）国指定文化財

◆太宰府天満宮本殿〔重要文化財 (建造物 )〕

　天正 19 年 (1591) に小早川隆景が再建したもの。

五
ご

間
けん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

の檜
ひ わ だ

皮葺
ぶき

の建物で、正面に大唐
から

破
は

風
ふ

の

向
ご

拝
はい

が１間、左右両側にも同じような唐破風の車
くるま

寄
よせ

を付けている。内陣の蟇
かえる

股
また

や外
げ

陣
じん

の透かし彫りなど

細部に桃山時代の華やかさを残す。

◆太宰府天満宮末社志
し

賀
が

社
しゃ

本殿〔重要文化財 (建造物 )〕

　太宰府天満宮の太鼓橋横にある境内現存最古の建物

で、長
ちょう

禄
ろく

２年 (1458) の再建と伝えられているが、近世

の修理・改造も多くみられる。建物は正面１間、側面１

間の入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

の檜
ひ わ だ

皮葺
ぶき

で、正面には千
ち

鳥
どり

破
は

風
ふ

と向
むこう

唐
から

破
は

風
ふ

の向
ご

拝
はい

が一間付いている。

◆七重塔〔重要文化財 (建造物 )〕

　古代寺院般
はん

若
にゃ

寺
じ

があったとされる丘陵に所在する花崗岩製の

七重塔。後補の相輪を除いた基礎からの高さは 3.02m を測り、

塔
とう

身
しん

には金
こん

剛
ごう

界
かい

四
し

方
ほう

仏
ぶつ

の梵
ぼん

字
じ

が刻まれている。その造りから鎌

倉時代後期の造立と考えられている。

◆大宰府跡〔特別史跡〕

　古代律令制下にあって外交をつかさどり、西
さい

海
かい

道
どう

諸国を統括した大宰府の中枢である。重要政務

儀式が執り行われていた政庁を中心に周囲に蔵司

などの官衙を配する。政庁は大きく３期に分かれ、

７世紀後半の掘立柱建物群に始まり ( Ⅰ期 )、８

世紀初頭には礎石建物に建て替えられ ( Ⅱ期 )。

その後、天
てん

慶
ぎょう

４年 (941) の藤原純友の乱によって

焼失したが、すぐにⅡ期とほぼ同規模の建物が再

建された ( Ⅲ期 )。しかし、11 世紀後半代には政

庁はその機能を失い、現在見るような礎石のみの

姿になったと考えられている。

◆水
みず

城
き

跡
あと

〔特別史跡〕

　天智天皇２年 (663) の白
はく

村
そん

江
こう

の戦いで唐・新羅の連合軍に敗れた日本が国土防衛のた

太宰府天満宮本殿

太宰府天満宮志賀社本殿

大宰府政庁跡

七重塔
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め築造した土塁である。『日本書紀』天智天皇３年

(664) の条に「於筑紫、築大堤貯水、名曰水城（筑

紫に大
おお

堤
つつみ

を築きて水を貯
たくわ

えしむ。名づけて水城とい

う）」と記されている。土塁の規模は全長約 1.2 ㎞、

基底部幅約 80m、高さ約９m で、土塁の内外には濠

が設けられ、それらを繋ぐ木樋も確認されている。

また、土塁の東西には門が設けられ、官道が通り

抜けている。

◆大
おお

野
の

城
じょう

跡
あと

〔特別史跡〕

　『日本書紀』には、白
はく

村
そん

江
こう

の戦い敗戦後の天智

天皇４年 (665) に百済の亡命者である憶
おく

礼
らい

福
ふく

留
る

、

四
し

比
ひ

福
ふく

夫
ぶ

の指揮のもと築造された城と記され、平

安時代初めまで使われていた。四王寺山の尾根に

沿って土塁を巡らし、谷部には石垣が築かれてい

る。現在確認されている城門は９ヶ所で、城内各

所には礎石を伴った建物群が７ヶ所点在し、建物

は計約 70 棟に及んでいる。

◆宝
ほう

満
まん

山
ざん

〔史跡〕

　宝満山は太宰府市の北東にある。古代には国家

的祭祀や遣唐使などの航海安全祈願が行われた。

中世以降は修験道の山として栄え、近世には信仰

の山として発展した。その信仰は今も竈門神社な

どに連綿と引き継がれている。現在山中には祭祀

跡や坊跡、社寺に関係する堂舎跡など古代から近

世に至る遺構が良好に残る。

◆太宰府神社のクス〔天然記念物〕

　天神の森と呼ばれる太宰府天満宮のクスノキの

社
しゃ

叢
そう

のうち、巨樹２本が天然記念物に指定されて

いる。社殿西側の最大木は樹高 28.5m、幹周 11.7m

で、重量感のある優美な樹形を保っている。本

殿後ろに並ぶ夫婦樟は大きく根上がりし、樹高

17.1m、幹周は 10.6m と 4.4m を測る。

太宰府神社のクス

宝満山の堂舎跡 (第 42 次調査 )

大野城跡水ノ手口石垣

水城跡
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（２）県指定文化財

◆観世音寺金堂及び講堂〔県指定有形文化財 (建造物 )〕

　観世音寺が誇っていた大規模な伽
が

藍
らん

は、度重な

る災害や戦火で失われ、現在残る金堂と講堂は、

江戸時代前期に再建されたものである。２棟とも

入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

の本瓦葺で、金堂は桁行５間、梁間４間。

講堂は桁行３間、梁間２間で裳
も

階
こし

がめぐり外観重

層をなしている。

◆戒壇院本堂〔県指定有形文化財 (建造物 )〕

　切石の基壇上に建てられ、下層は５間、上層は

３間の重層入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

で、屋根は本瓦葺、正面には

１間の向
ご

拝
はい

が付く。寛
かん

文
ぶん

９年 (1669) 頃に黒田家臣

鎌田昌勝が建立し、延
えん

宝
ぽう

８年 (1680) に豪商天王寺

屋浦
うら

了
りょう

夢
む

が改築したものと伝わる。

◆天満宮の石造鳥居〔県指定有形文化財(建造物)〕

　太宰府天満宮の太鼓橋の手前に建てられている

鳥居。花崗岩で造られた明神鳥居で、建立年月日

は定かではないが、鎌倉時代末期から室町時代に

造られたと推測されている。

◆光明寺庭園〔県指定名勝〕

　昭和 32 年 (1957)、昭和を代表する作庭家であ

る重
しげ

森
もり

三
み

玲
れい

によって作られた。庭園は本堂を挟ん

で表庭と本庭に分かれ、白砂の州浜模様、立石を

中心とした石組、多数のカエデといった諸要素が

バランスよく配置されている。

◆太宰府天満宮神
じん

幸
こう

行
ぎょう

事
じ

〔県指定無形民俗文化財〕

　大宰府で亡くなった菅原道真を偲
しの

び、康
こう

和
わ

３年

(1101) に、大
だ

宰
ざいのごんのそち

権帥大
おお

江
 えのまさ

匡房
ふさ

によって始められた。

道真の神霊を載せた神
み

輿
こし

が、道真在りし日の配所

であった榎社に秋分の日の前日夜半に下り、一晩

過ごして、秋分の日午後に再び太宰府天満宮へ上

る御神幸である。

戒壇院本堂

太宰府天満宮の石造鳥居

光明寺庭園

観世音寺金堂 (左 )、講堂 (右 )

太宰府天満宮神幸行事
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◆鬼すべ〔県指定無形民俗文化財〕

　新暦１月７日夜に行われる悪鬼を祓う除災行事

である。寛
かん

和
な

２年 (986) に大
だ

宰
ざいのだい

大弐
に

菅
す が

原
わらのすけ

輔正
ま さ

が始

めたといわれ、元旦から神職は斎
さい

戒
かい

沐
もく

浴
よく

、祓
はらい

の行

事を行い、満願の夜、氏子たちが鬼を攻める燻
すべ

手
て

と鬼を守る鬼
おに

警
けい

固
ご

に分かれ、太宰府天満宮境内の

鬼すべ堂前で火を焚き攻防を繰り返す。

◆竹
たけ

の曲
はやし

〔県指定無形民俗文化財〕

　天満宮に属した商家六
ろく

座
ざ

( 米
こめ

屋
や

・鋳
い

物
もの

屋
や

・細
こ

間
ま

物
もの

屋
や

・相
あい

物
もの

屋
や

・紺
こう

屋
や

・鍛
か

冶
じ

屋
や

) の子孫が代々伝え

る芸能で、中世の田
でん

楽
がく

を今に伝えるものとされる。

ささら舞と扇舞 ( 稚児１名 ) と締太鼓・笛 ( 大人

７名 ) で構成される。９月に行われる太宰府天満

宮の神幸行事の祭中に奉納される。

（３）市指定文化財

◆相
そう

輪
りん

橖
とう

〔市指定有形文化財 (建造物 )〕

　相輪橖とは五重塔などを簡略化した柱と相輪か

らなるもので、この相輪橖は、享
きょう

和
わ

２年 (1802)、

菅原道真 900 年大祭にあたり、博多の商人らによっ

て発願奉納されたものである。鋳造は博多鋳
い

物
も

師
じ

の山
やま

鹿
が

氏によるもので、中央柱は高さ６m、脇柱は

高さ 2.4m である。明治の神仏分離令の影響で、現

在境内に所在する仏教色の強い建築物としては唯

一のもので、全国的にも数少ない建築物として貴

重である。

◆老
おい

松
まつ

社
しゃ

本殿〔市指定有形文化財 (建造物 )〕

　太宰府天満宮本殿の北側にあり、三
さん

間
げん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

の

銅板葺である。柱
ちゅう

頭
とう

に出
で

組
ぐみ

を置き、中
なか

備
ぞなえ

に蟇
かえる

股
また

を

配す。軒は二
ふた

軒
のき

で繁
しげ

垂
たる

木
き

。妻
つま

飾
かざり

は二
に

重
じゅう

虹
こう

梁
りょう

大
たい

瓶
へい

束
つか

で、二重虹梁の間に板蟇股を配す。縁は三方簀
すの

子
こ

縁
えん

を巡らす。細部の建築様式から 17 世紀後半に

建立されたと推測されている。

相輪橖

鬼すべ

竹の曲

老松社本殿
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◆日
ひ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

本殿・拝殿 附 棟
むな

札
ふだ

〔市指定有形文化財 (建造物 )〕

　観世音寺北側の丘陵上に所在する。本殿は一間

社流造、銅板葺で、造りが丁寧で、蟇
かえる

股
また

や木
き

鼻
ばな

な

ど各部材を良好に残し、細部の造りから 17 世紀後

半の建立と推測される。拝殿は正面３間、側面２

間、入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

妻入、桟
さん

瓦
がわら

葺
ぶき

で、墨書から正徳４

年 (1714) の建立とわかる。市内で唯一残る江戸期

の拝殿を備えた本殿として貴重である。

◆宝満山の石造鳥居〔市指定有形文化財 (建造物 )〕

　宝満山山中にあり、一の鳥居と呼ばれる。宝満

山の衆
しゅう

頭
ず

( 山伏のリーダ－ ) である平
ひら

石
いし

坊
ぼう

弘
こう

有
ゆう

に

より延宝７年 (1679) に建立されたことが刻銘より

わかる。宝満山で江戸期に建立された建築物のほ

とんどが、廃
はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

によって破壊された。この鳥

居は宝満山に残る数少ない江戸期の建造物で、建

立年代や施主が明確な鳥居としては市内で最も古

いものである。

◆般
はん

若
にゃ

寺
じ

跡〔市指定史跡〕

　般若寺は、白
はく

雉
ち

５年 (654) に筑
つく

紫
し の だ

大宰
ざいのそち

帥蘇
そ

我
が の ひ

日

向
むか

が孝
こう

徳
とく

天皇の病気平癒を祈って建立したものと

いわれている。諸説あるが、その般若寺は現在の

筑紫野市にある塔
とうのはる

原廃寺で、大宰府郭内が整備さ

れる過程で、現在の般若寺跡に移転したと推定さ

れている。調査では一辺 11.9m の基壇が確認され

たが、現在周辺は宅地化され、塔跡の一部と塔心

礎が残る。

◆日吉神社の社
しゃ

叢
そう

〔市指定天然記念物〕

　日吉神社は観世音寺の北側にある。参道の石段

両側にはクスノキの大木が並び、社殿西側には市

内屈指の大木であるスダジイ ( 幹周 3.8m) やイチ

イガシが繁茂する。この社叢は北部九州の典型的

な常緑広葉樹の森であり、市内で数少ない自然形

態を維持する鎮守の森として貴重である。

日吉神社本殿・拝殿

宝満山の石造鳥居

般若寺跡

日吉神社の社叢
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（４）主な未指定文化財

◆太宰府天満宮楼
ろう

門
もん

　慶
けい

長
ちょう

年間建築の楼門が明治 37 年 (1904) に焼失した

ため、明治神宮などの設計に携わった安藤時蔵らの設

計により大正３年 (1914) に再建された ( 社記・棟札よ

り )。構造は入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

檜
ひ わ だ

皮葺
ぶき

の三間三戸門で、本殿側

から見ると楼門だが、逆から見ると二重門に見えると

いう珍しい造りとなっている。また、屋根の形は梁に

束を立てて母屋桁を支える伝統的な和小屋で整えなが

ら、構造はトラスで構成する混合構造となっている。

◆光明寺山門

一間一戸、切妻造、本瓦葺、平入りの四脚門である。

親柱は円柱、控柱は面取角柱、親柱上には三
みつ

斗
と

枠
わく

肘
ひじ

木
き

、

中
な か

備
ぞなえ

に大板蟇
かえる

股
また

、控柱上に大
だい

斗
と

花
はな

肘
ひじ

木
き

、妻には大
だい

虹
こう

梁
りょう

板
いた

蟇
かえる

股
また

がある。虹
こ う

梁
りょう

の絵様や木鼻などから 18 世紀前

半建築と推測され、市内で最も古い門である。

◆観
かん

世
ぜ

音
おん

寺
じ

宝
ほう

蔵
ぞう

　

　昭和 34 年 (1959) に観世音寺復興事業の一環として

建築されたもの（昭和 34 年 (1959) ７月９日付け朝日

新聞）。宝蔵は高床の鉄筋コンクリート造、寄棟造の本

瓦葺で、棟
むね

には鴟
し

尾
び

をあげる。腰壁は瓦の木端積である。

舟
ふな

肘
ひじ

木
き

で支える軒天井を吹付仕上、板軒風の軒を打ち

放している。伝統的な様式を踏まえながら、精度の高

い型枠工事がなされている。

◆松
まつ

屋
や

　太宰府天満宮参道の大町地区にあり、江戸期以来、

松屋と号して旅館と醤油屋を営んでいた。主屋は平入

りの木造三階建、屋根は３階が妻入りの入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

桟瓦

葺で、２階には下屋を四周に巡らし、外壁は大壁造で

ある。経年感と座敷意匠から江戸末期建築と推測され、

３階については小屋棟木の墨書から明治 12 年 (1879)

の増築とわかる。内部は当初の姿をよく留め、幕末の

志士が出入りした由緒に相応しい風格を備えている。

太宰府天満宮楼門

光明寺山門

観世音寺宝蔵

松屋
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◆吉
よし

嗣
つぐ

家資料

　太宰府で町絵師として活躍した吉嗣家は、秋月藩の

御用絵師だった齋
さい

藤
とう

秋
しゅう

圃
ほ

に師事した吉
よし

嗣
つぐ

梅
ばい

仙
せん

(1817 ～

96) に始まり、子の拝
はい

山
ざん

(1848 ～ 1915)、孫の鼓
こ

山
ざん

(1879

～ 1957) の三代にわたって、多くの作品を残している。

吉嗣家に残る資料は、書画や印章はもちろん画材や手

紙なども残り、絵師たちの活動や交流を知ることがで

きる貴重な資料である。

◆戸籍・計
けい

帳
ちょう

関係木簡（「嶋
　しまのこおり

評戸
こ

口
こう

変
へん

動
どう

記
き

録
ろく

木
もっ

簡
かん

」）

　平成 24 年 (2012) に国分松本遺跡で出土した木簡で、縦 31 ㎝、

横8.2㎝の板材の両面に、人名や続柄・身分などが墨書されている。

木簡には「嶋
　しまのこおり

評」(現在の糸島市)や「進
しん

大
だい

弐
に

」(天武天皇14年 (685)

の冠位制度 ) の文字が書かれていることから、685 ～ 701 年の間

のものであることがわかる。

　なお、この木簡は、大宝律令以前の戸籍・計帳制度の実在を証

明する国内唯一の資料である。

◆成
なり

屋
や

形
かた

古
こ

墳
ふん

　福岡平野を見渡す低丘陵上に築造された全長 36.5m

の帆立貝形の前方後円墳で、太宰府市唯一の前方後円

墳である。墳丘周囲と墳丘頂部には円
えん

筒
とう

埴
はに

輪
わ

が配され、

家形埴輪も出土している。墳丘には葺
ふき

石
いし

が葺かれ、南

に開口する石室は横穴式石室であるが、内部は未調査

である。

◆藍
あい

染
ぞめ

川
がわ

　藍染川 ( 染川 ) は、天満宮の神官と京女の梅
うめ

壺
つぼ

との

恋物語である謡
よう

曲
きょく

「藍染川」の伝説の舞台であり、中

世から歌枕の名所として知られていた。「さいふまいり」

が流行った江戸時代後期の地誌類には、藍染川の中に

ある梅
うめ

壺
つぼ

侍
じ

従
じゅう

蘇
そ

生
せい

碑
ひ

と背後の岩山 ( 霊
れい

岩
がん

) がセットで

描かれているものが多く、江戸時代から藍染川と霊岩

は一体的な景観とみなされており、名所的価値を有し

ている。

成屋形古墳

　　　　　吉嗣家資料　(個人蔵 )

戸籍・計帳関係木簡

藍染川 (手前 )と霊岩 (奥 )
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（５）伝統工芸・特産品

◆木
き

鷽
うそ

　木鷽は、ホウノキやコシアブラを加工し鷽を形作った

民芸品である。羽の部分を鑿
のみ

で巻き上げて、薄くカール

するには高度な技術が必要である。昭和 58 年 (1983) に

福岡県知事指定特産民芸品に登録された。平成10年(1998)

に木うそ保存会が発足して、現在は太宰府天満宮神職と

保存会で製作している。１月７日の夜には木鷽を使った

鷽
うそ

替
か

え神事が行われる。

　また、「太宰府の木うそ」として太宰府市民遺産に認定

されている。

◆梅
うめ

ヶ
が

枝
え

餅
もち

　もち米とうるち米から作る生地で餡を包み、焼き上げた

素朴なお菓子で、「南館の菅原道真に、もろ尼
に

御
ご

前
ぜん

( 浄
じょう

妙
みょう

尼
に

) という老婆が梅の枝とともに差し上げた」などの伝承

が起源とされている。太宰府天満宮門前町の名物として親

しまれている。

木鷽

梅ヶ枝餅
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（６）太宰府市民遺産

　市民遺産とは、市民と地域または市が伝えたい太宰府固有の物語、その基盤となる文化

遺産、そして、文化遺産を保存活用する育成活動を総合したものである。市民遺産は、住

民・事業者・行政機関の代表者で構成される景観・市民遺産会議により認定される。この

制度は平成 22 年 (2010)10 月に始まり、令和５年 (2023) ２月時点で 17 件の市民遺産が認

定されている。

　　　　　　太宰府市民遺産一覧 (令和５年２月現在 )

四王寺山の三十三石仏

四王寺山の太宰府町道

太宰府悠久の丘

苅萱の関跡とかるかや物語

万葉集つくし歌壇

隈麿公のお墓 高雄の自然と歴史

梅香苑夏まつり子どもみこし

芸術家 冨永朝堂
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（７）日本遺産

日本遺産は、地域に点在する有形・無形の文化財をパッケージ化した、わが国の文化・

伝統を語るストーリーを国が認定するものである。関係省庁の協力のもと、歴史的魅力に

あふれた文化財群を地域主体で総合的に整備・活用し、また世界に戦略的に発信すること

により、地域の活性化を図るものである。

平成 27 年 (2015) ４月、初の日本遺産が全国で 18 件誕生し、太宰府市の地域の歴史を

語るストーリー「古代日本の「西の都」～東アジアとの交流拠点～」が認定された。その後、

大太宰府的観点でこの地を捉え直すこととし、令和２年 (2020) ６月には、代表自治体が

太宰府市から福岡県に代わり、周辺６市町の構成文化財 11 件を加えた広域型 ( シリアル

型 )となった。「古代日本の「西の都」～東アジアとの交流拠点～」は「世界とつながる「西

の都」」「外国使節を迎える都」「筑紫に花咲く文化」「先進文化の集積」の大きく４部から

構成される。筑紫に置かれた大宰府は朝廷が外交・交易を行うために設けた「西の都」で

あり、それは百済の宮都・唐の宮都にならって築かれ、東アジアの先進文化と日本の文化

とが行き交う場所であったことから、その遺産が筑紫の地の随所にみられ、日本を代表す

る古都のひとつとして、人々を魅了しているというストーリーをとりまとめている。太宰

府市内においては、以下の 19 の文化遺産が構成文化財となっている。


